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遠賀町の風景（その3）　西川木守播

河川鉱害の影響で3度にわたって改修された木守橋もはや24年目、昭和31年3月に

石橋から現在のコンクリート橋となった。

＊今月　の税金＊

軽自動車税（定期）4月25日（金）まで固定資産税（第1期）
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税金は町づくりの源　伸びゆく遠賀町

畿
惑
溺
遜
灘
綴
撥

保
険
柾
の
切
り
替
え

先
月
2
7
日
か
ら
3
1
日
ま
で
、
国
民
健

康
保
険
証
の
切
り
替
え
を
し
ま
し
た
が

ま
だ
切
り
替
え
を
し
て
お
ら
れ
な
い
世

帯
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
と
国
民
健
康
保
険
護
は
使
え
ま
せ
ん

の
で
、
早
急
に
国
民
健
康
保
険
証
と
印

鑑
を
持
参
の
う
え
手
続
き
を
行
っ
て
下

さい。籍
3
回
特
別
弔
慰
金
請
求

支
給
条
件

の
　
昭
和
5
0
年
4
月
1
日
以
後
昭
和
塊

年
3
月
3
1
日
ま
で
に
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
の
受
給
権
者
が
、
失
権

し
昭
和
顔
年
4
月
1
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
等
の
受
給

権
者
が
、
だ
れ
も
い
な
い
戦
没
者
の

遺族。昭
和
孤
軍
4
月
1
日
に
お
い
て
、

文
官
扶
助
料
の
受
給
権
者
が
、
だ
れ

も
い
な
い
旧
陸
海
軍
部
内
の
判
任
文

官
の
遺
族
。

昭
和
5
0
年
4
月
2
日
以
後
昭
和
醜

年
4
月
1
日
ま
で
に
、
遺
族
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
、

も
し
く
は
取
得
し
た
と
み
な
さ
れ
た

遺
族
で
、
昭
和
塊
年
4
月
1
日
に
お

い
て
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
の
受

給
権
者
が
、
だ
れ
も
い
な
い
戦
没
者

の
遺
族

遺
族
の
範
囲

遺
族
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給

横
着
及
び
戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
三

親
等
内
の
遺
族

昭
和
弱
年
臆
戦
傷
病
者

及
び
児
者
補
装
具

（
修
理
）
等
の
巡
回
相
識

○
実
施
期
日
　
4
月
5
0
日
（
水
）

○
実
施
場
所
　
中
闇
市
社
会
福
祉
セ
ン

ター

○
相
談
対
象
者
　
戦
傷
病
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
る
も
の
で
、
公
務

上
の
傷
病
に
よ
り
、
次
の
障
害
の

状
態
で
あ
る
。

用
補
装
具
の
装
着
を
必
要
と
す
る
者

㈲
更
生
医
療
を
必
要
と
す
る
者

○
携
行
品
　
戦
傷
病
者
手
帳
、
印
鑑

昭
和
5
5
年
度

身
体
障
害
者
巡
回
相
談

▽
期
　
日
　
弱
年
5
月
独
自
（
水
）

▽
場
　
所
　
岡
垣
東
部
公
民
館

▽
時
　
間
　
0
0
時
－
1
5
時

▽
相
談
対
象
者
　
身
体
障
害
者
手
帳
所

持
者
及
び
戦
傷
病
者
で
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
相
談
の
必
要
が
あ
る

者
、
及
び
身
体
に
機
能
的
な
障
害
を

有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
よ
う
と
す
る
者
。
な
お
内
部
障

害
者
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
除
く
。

㈹
補
装
具
の
交
付
又
は
修
理
の
処
方
並

び
に
適
合
判
定

㈲
更
生
医
殿
給
付
要
否
の
判
定

㈲
身
体
障
害
者
更
生
援
護
施
設
そ
の
他

福
祉
施
設
へ
の
入
所
指
導

㈲
身
体
障
害
者
手
帳
交
付
に
関
す
る
診

断
㈹
そ
の
他
更
生
相
談
に
関
す
る
こ
と

※
（
児
）
及
び
戦
傷
病
者
の
相
談
に
つ

い
て
は
、
4
月
0
0
日
の
中
間
市
社
会

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
御
相
談
下
さ
い
。

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
、
遠
賀
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

心
か
ら
故
人
の
ビ
冥
福
を
お
祈
り
し
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
吉
川
み
よ
子
様

（
別
　
府
）
　
吉
川
征
一
郎
様

故
長
野
　
頼
義
礫

（
遠
賀
川
）
　
長
野
　
　
均
様

故
大
書
　
妙
忍
様

（
木
　
守
）
　
大
事
　
啓
三
様

故
石
松
　
泰
寮
様

（
遠
賀
川
）
　
石
松
　
弘
道
様

故
田
中
　
常
男
様

（
別
　
府
）
　
田
中
ミ
ツ
子
様

改
野
日
　
華
男
様

（
広
　
漠
）
　
野
田
　
　
均
様

昭
和
5
4
年
分
の
所
得
税

確
定
申
告
が
聞
這
っ
て

い
た
と
き
は

確
定
申
告
を
し
た
後
で
、
申
告
し
た

内
容
に
間
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
人
は
、
正
し
い
申
告
に
頓
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。

◎
申
告
し
た
税
金
が
少
な
過
ぎ
た
と
き

◎
還
付
を
受
け
た
税
金
が
多
過
ぎ
だ
と

「
修
正
申
告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
税
務
署
の
調
査
を
受
け
た
後
で

は
、
追
加
の
税
金
だ
け
で
な
く
、
余
分

に
加
第
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
お
早
目

◎
申
告
し
た
税
金
が
多
過
ぎ
た
と
き

◎
遼
付
を
受
け
る
税
金
が
少
な
か
っ
た

「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
塊
年
分
に
つ
い
て
の
期
限
は

昭
和
紡
年
3
月
1
6
日
ま
で
で
す
。

◎
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き

今
か
ら
で
も
確
定
申
告
「
期
限
後
申

告
」
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上
の
申
告
手
続
な
ど
で
、
わ
か
ら

な
い
点
は
説
務
馨
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

い。
態
話
0
9
3
（
1
6
1
）
2
5
3
6

第
1
回
福
岡
県

沿
道
美
化
コ
ン
ク
ー
ル

観
光
環
境
整
備
の
一
環
と
し
て
、
観

光
地
を
中
心
と
す
る
通
路
修
寮
の
美
化

促
進
を
関
る
た
め
、
福
岡
県
で
は
脇
和

執
牢
4
月
1
円
か
ら
昭
和
弱
年
6
月
0
0

照
ま
で
沿
道
美
化
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
っ

て
い
ま
す
の
で
住
民
の
皆
様
多
数
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
応
裟
方
法
等
に
つ
い
て
は
、

遠
賀
町
役
場
産
業
課
産
業
係
で
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。
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〃繁欝突〃

申　小　松　　工
村　奈　丸　　轢

弘民成　　京
子　代政　　子

〃淫罵∴竃
小　　　葉

〃繋実々〃

昭和55年度体育協会日程表

春季女子バレーボール大会 �4月27日 

公民館対抗軟式野球大会 �5月4日・11日 

少年柔道大会 �5月18日 

壮年体力テスト会 �5月18日 

一般卓球大会 �5月25日 

7月6日 

軟式庭球大会 �7月13日 

少年ソフトボール大会 �8月3日 

少女バレーボール大会 �8月3日 

少年水泳記録会 �9月6日 

壮年ソフトボール大会 �9月14日 

9月14日 

町民体育祭 �10月10日 

秋季女子バレーボール大会 �10月19日 

少年柏瑛大会 �10月19日 

秋季男子バレーボール大会 �10月26日 

少年剣道大会 �10月26日 

少年空手道大会 �11月9日 

12月21日 

町民「あるけ・走ろう」大会 �3月15日 

少年卓球大会 �3月22日 

第1回　交通安全今昔展へどうぞ㌦／（無料）
4月17日（木）一22日（火）八幡井筒屋ブックセンター1階　主催北九州市
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÷
賽
町
小
中
学
校
教
員
の
異
動
一

－

～

◆
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，

◆
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－

i
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～

島

門

小

学

校

転
出職
名
、
氏
名
、
振
出
先
（
退
職
）

の
順
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

校
長
　
桝
田
　
富
雄
　
退
職

教
頭
　
二
村
　
博
光
　
芦
屋
東
小

教
諭
　
小
野
貸
美
子
　
退
職

〃
　
末
吉
　
指
診
　
国
附
小
倉
小

〃
　
渡
辺
　
智
代
　
福
岡
市

〃
　
伊
藤
　
智
子
　
芦
屋
東
小

校
長
　
時
松
審
志
男

教
頭
　
薯
崎
　
幸
司

教
諭
　
松
丸
　
拓
児

〃
　
青
野
　
元
昭

〃
　
七
田
　
倫
子

〃
　
青
木
る
り
子

〃
　
久
光
由
紀
子

〃
　
中
元
　
恵
子

〃
　
太
田
　
俊
夫

芦
屋
東
小

新
任
教
頭

山
鹿
小

新
任

中
島
∴
幸
男
　
声
望
申

山
本
タ
ケ
代
　
岡
垣
申

細
谷
真
知
子
　
水
巻
中

友
久
伊
都
子
　
新
任

国
附
小
倉
小

浅

木

小

学

校

助
教
松
下
堅
　
伊
左
座
小
　
　
鳥
出

脆
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
長
　
小
林
　
和
詩
　
境
末
小

職
名
、
氏
名
、
前
任
校
（
新
任
）
　
　
教
諭
　
機
田
八
重
子
　
退
職

の
頓
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
　
　
〃
　
原
田
　
　
季
　
ク

広

波

小

学

校

振
出
教
諭
　
田
中
喜
久
子
　
退
職

〃
　
日
高
　
蒸
典
∴
鍛
手
郡

脆
入
教
諭
　
伊
豆
丸
薬
子
　
中
間
北
小

4
　
小
宮
　
順
一
新
任

〃　多良　幸男　〃

遠

賀

中

学

校

届
出
教
諭
　
花
田
　
朝
子
　
退
職

以
上
の
よ
う
に
異
動
が
あ
り
ま
し

た。卓
球
ク
ラ
ブ
生
募
集

▽
練
習
日

▽
場
　
所

▽
対
　
象

▽
入
会
金

▽
会
　
費

▽
申
　
込

毎
週
水
曜
、
土
轍
口

1
9
時
5
0
分
（
5
月
第
1
週

から）
広
渡
小
学
校
体
育
館

龍
校
生
以
上

5
0
0
円

3
ケ
月
・
1
0
0
0
円

面
接
会
甥
で
申
し
込
む
か

遠
賀
川
・
萩
尾
ま
で

（
3
）
0
1
1
6

婦
人
体
操
教
室
会
員
募
集

健
康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
に
待
避

婦
人
体
操
教
室
を
開
設
い
た
し
て
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
期
　
日
　
毎
週
水
間
日
1
3
時
5
0
分

▽
会
　
輯
　
遠
賀
町
武
道
場
（
中
央
公

民
館
う
ら
）

▽
会
　
費
　
（
月
）
5
0
0
円

▽
申
込
先
　
教
育
委
員
会
か
面
接
会
場

で
毎
週
受
付
け
ま
す
。

設
備
貸
与
制
度
の

ご
利
用
を

中
小
企
業
者
が
、
設
備
の
近
代
化
・

合
理
化
を
計
る
場
合
に
、
霜
望
す
る
機

械
殺
櫛
を
貸
与
協
会
が
職
人
し
、
そ
れ

を
技
期
低
利
の
賦
払
で
お
譲
り
す
る
制

度
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

1
　
申
込
受
付
期
間
　
4
月
l
日
よ

り
予
算
額
に
遥
す
る
ま
で

2
　
昭
和
弱
年
度
予
算
額
　
1
億
5

0
0
0
万
円

3
　
申
込
窓
口
　
所
轄
の
商
工
会
議

所
・
商
工
会

4
　
貸
与
限
度
額
一
企
業
2
0
万
円

か
ら
1
5
0
0
万
円
ま
で

5
　
貸
与
期
間
　
4
年
半
（
公
害
設

備
6
年
か
ら
丑
年
半
）

6
　
返
済
方
法
　
均
等
半
年
賦
払

7
　
貸
与
損
料
（
利
息
）
　
年
5
％

8
　
利
用
資
格
　
県
内
に
工
場
が
あ

り
1
年
以
上
の
野
菜
実
額
の
あ
る

者
9
　
そ
の
他
、
詳
し
い
こ
と
は
、
最

寄
り
の
商
工
会
談
所
、
商
工
会
ま

た
は
本
協
会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

（
財
）
編
岡
県
中
小
企
業
設
備
貸
与
協

会（福
岡
県
商
工
部
通
商
金
融
課
内
）

福
岡
市
中
央
区
天
神
1
丁
目
1
番
1

号砲
話
0
9
2
（
1
1
2
）
0
1
1
1
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求∴豊　中　公　8　朋
輩言的　閥　駁日時　和
捉　国i　館　硝　55
資∵分　仙　別　発　年
料　寺　衰　鉱14
館‖跡　卜　前18　月
i　ン　集日時20
字　不　全　薄　口
部　ル　　予
I i　　定

甘　地　損　41
野　謡∵食　月　0
千　（　持15　0
年　3　参　口　0、J∴∴∴ま∴刑

0　　　で　（

4　　　　当

2　　　　　　日

5

交通事故の相談は　　福岡県交通疎放相談所（県庁南別館l階）宿謡092（771）4639

収
入
役
に
石

橋

清

美

氏

が

就

任

任
期
潤
了
に
伴
な
う
収
入
役
の
選
任
　
　
　
　
軽
　
　
歴

に
つ
い
て
は
、
3
月
定
例
議
会
に
お
い
　
　
年
令
　
識
才

て
石
橋
清
美
氏
を
選
び
、
3
月
2
7
日
付
　
住
所
　
遠
賀
町
広
漠
1
3
0
1

以
抑
止
運
動

用
細
目
福
岡
県
展
運
動

で
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
2
3
年
3
月

昭
和
2
6
年
6
月

昭
和
4
5
年
6
月

昭
和
4
7
年
3
月

昭
和
4
7
年
5
月

脂
和
4
8
年
5
月

九
州
高
等
経
理
学
校

卒
業
遠
賀
町
職
員
任
用

財
務
課
長
補
佐

企
画
室
長
補
佐

厚
生
課
長

議
会
軍
務
局
長

こ
承
知
の
と
お
り
、
L
P
ガ
ス
は
県

内
約
8
5
万
世
帯
で
使
用
さ
れ
、
今
や
一

般
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
不
可
欠
の
存

在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
普
及
と
と
も
に
消
費

家
庭
に
お
け
る
事
故
も
あ
と
を
た
た
ず

特
に
妓
近
で
は
大
規
模
な
疎
放
が
多
発

し
、
県
民
の
生
命
、
財
産
を
そ
こ
な
う

等
、
大
変
建
艦
す
べ
き
密
態
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
県
で
は
、
4
月
1
日
か
ら

3
か
月
岡
、
「
L
P
ガ
ス
事
故
抑
圧
運

動
」
を
実
施
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た。

期
間
中
は
、
L
P
ガ
ス
販
売
業
者
が

各
消
費
家
庭
を
訪
問
し
、
純
真
の
点
検

ガ
ス
も
れ
酪
搬
器
の
滋
那
促
進
を
行
い

ま
す
の
で
、
御
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

事
故
防
止
ス
ロ
ー
ガ
ン

○
ガ
ス
も
れ
警
報
蕗
を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
元
せ
ん
、
器
具
せ
ん
は
必
ず
閉
め
ま

し
ょ
ー
つ

○
換
気
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

○
膏
い
炎
で
使
い
ま
し
ょ
う

○
着
火
し
た
こ
と
を
必
ず
目
で
た
し
か

め
ま
し
ょ
う

○
立
消
え
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
使
っ
て
い
な
い
元
せ
ん
は
ゴ
ム
キ
ャ

ッ
プ
を
つ
け
ま
し
ょ
う

○
ゴ
ム
管
は
と
き
と
き
点
検
し
早
め
に

振
替
え
ま
し
ょ
う

昭
和
5
5
年
度
第
1
回
危
険
物
扇
扱
者
試
験

▽
試
験
日
　
5
5
年
6
月
1
5
日
（
日
）

▽
遜
∴
類
　
乙
種
（
第
1
・
第
2
・
第

3
・
第
4
緻
）
及
び
丙
理

▽
試
験
地
　
北
九
州
市
（
北
九
州
大
学
）

宙
方
市
（
県
立
筑
璧
工
業

高楼）

▽
願
詐
受
付
期
間
及
び
場
所

の
北
九
州
市
消
防
局
　
5
月
鳩
目
～

鳩
目
（
1
0
時
～
1
6
時
）

㈲
宙
方
市
消
防
本
部
　
5
月
1
9
日
～

2
0
日
（
1
0
時
～
1
6
時
）

の
県
消
防
防
災
課
　
郵
送
に
よ
る
受

付
5
月
2
0
日
ま
で
の
消
印
有
効

同
着
準
備
講
習
会

▽
静
習
日
　
5
5
年
5
月
2
9
日
（
木
）

8
時
5
0
分
～
1
7
時

▽
場
　
所
　
中
閲
市
中
央
公
民
館

▽
受
　
付
　
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
係

5
月
2
1
日
よ
り

な
お
、
詳
細
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予

防
係
地
謡
0
9
3
2
9
（
3
）
l
1
3

1
に
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

も
う
春
で
す
よ
／

パ
　
ス
　
ハ
　
イ
　
ク
　
の
お
知
ら
せ

4
月
1
日
付
で
役
場
職
員
の
異
動
を

行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

す
。
（
　
）
内
は
旧
所
属
で
す
。

福
祉
課
長
兼
務
助
役
　
柴
田
武
門

議
会
郵
務
局
長
∴
高
崎
新
吉
（
福
祉
課

長）

禍
祉
謙
　
抑
瀬
登
美
子
（
教
育
委
員
会
）

収
入
役
室
　
大
庭
幹
子
（
教
育
委
員
会
）

住
民
課
　
太
田
清
彦
（
福
祉
課
）

企
画
課
∴
田
中
幸
男
（
住
民
課
）

税
務
課
　
時
松
　
治
（
収
入
役
窒
）

福
祉
課
　
松
井
京
子
（
新
採
用
）

以
外
の
万
も
空
席
が
あ
れ
ば
受
付
け
ま

す。

郷
士
文
化
研
究
会
の
恒
例
バ
ス
ハ
イ

ク
を
、
今
春
は
修
験
道
の
理
堕
的
求
蒋

捉
探
紡
コ
ー
ス
で
行
い
ま
す
。
会
員

▽
期
　
日

▽
時
　
間

＞
梯
　
所

▽
コ
ー
ス

▽
会
　
費

▽
申
　
込

▽
そ
の
他

＞
申
込
先
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腰

掛

け

石

城
ノ
越
貝
塚
か
ら
道
を
西
に
、
董
木

線
の
踏
切
り
を
す
ぎ
る
と
上
別
府
の
公

民
館
に
出
る
。

公
民
館
の
荻
手
の
一
角
に
「
替
公
御

避
跡
」
の
碑
が
あ
る
。
こ
こ
は
そ
の
新

嘗
公
が
大
撃
府
に
下
る
途
中
に
立
ち
寄

っ
た
と
い
う
伝
説
の
あ
る
と
こ
ろ
。

地
方
の
人
々
は
、
「
菅
公
の
腰
掛
け

石
」
と
呼
ん
で
い
ろ
。
公
民
館
の
前
か

賊
ノ
越
附
近
に
住
ん
で
い
た
弥
生
人

た
ち
は
、
こ
の
あ
た
り
で
水
稲
を
作
り

魚
介
を
あ
さ
り
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

こ
ん
な
美
し
い
景
色
の
中
で
生
活
し
た

常
の
人
々
に
も
、
生
き
る
た
め
の
砦
し

み
や
、
曹
び
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

楢
照
る
壁
を
下
れ
ば
す
ぐ
冬
日

波
に
似
た
木
々
の
騒
ぎ
に
番
を
呼
ぶ

す
ゝ
き
枯
れ
て
人
々
寒
く
住
む
ば
か
り

変
の
芽
に
つ
ち
く
れ
の
蕃
近
く
あ
る

猫
柳
の
捕
の
か
ゞ
や
き
審
ま
近

「
同
和
対
策
審
議
会
答
申
」
と

「
特
別
措
置
法
」
か
ら
学
ぼ
う

眼
を
転

じ
、
左
手

に
は
黒
々

と
山
崎
留

の
森
も
望

ま
れ
、
つ

ゞ
い
て
天

満
宮
の
鳥

居
も
見
え

2
，
b
 
l
ん
だ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
た
い
し
ん
と
う
し
ん

同
和
問
題
に
つ
い
て
同
対
審
答
申
は

ど
う
b
 
l
ん
た
い
　
　
　
　
　
　
に
つ
げ
ん
　
　
れ
ら
し
て
ら
は
づ

「
同
和
問
題
と
は
、
日
本
の
歴
史
的
発

て
人
心
　
で
い
　
　
　
　
　
　
　
　
け
い
せ
い
　
　
　
　
　
　
ム
ぷ
ん
か
い

展
過
程
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
身
分
賭

そ
う
C
l
そ
う
∴
∴
・
も
と
　
　
　
　
食
－
べ
つ
　
　
　
　
　
　
　
は
つ
購
入

層
構
造
に
基
づ
く
差
別
に
よ
り
、
日
本

こ
く
を
ん
∴
∴
∴
∴
r
 
L
p
～
だ
人
　
　
　
け
い
を
い
て
l
∴
∴
上
る

国
民
の
一
部
の
集
団
が
、
経
済
的
・
社

か
い
て
‘
∴
∴
要
人
ら
　
て
ら
　
　
で
い
い
　
　
じ
よ
う
た
い

会
的
・
文
化
的
に
低
位
の
状
態
に
お
か

れ
、
現
代
社
会
に
お
い
て
も
、
な
お
い

き
は
ん
で
l
じ
ん
け
ん
　
　
し
ん
が
い

ち
じ
る
し
く
基
本
的
人
権
を
侵
害
さ
れ

さ
ん
た
い
L
p
か
い
　
　
け
入
り
　
　
　
　
　
　
　
　
を
化

と
く
に
近
代
社
会
の
原
理
と
し
て
、
伺

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
、
楼
め
て
深
刻

じ
ゆ
～
た
い
　
し
や
が
い
l
人
た
い

で
重
大
な
村
会
問
題
な
の
で
す
。

と

く

が

わ

じ

た

い

　

り

ん

り

ふ

く

L

e

 

Y

　

　

ふ

ん

③
徳
用
時
代
、
櫛
力
者
が
そ
の
座
を
安

に
い
　
　
た
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
競
り
　
　
に
つ
ば
ん

泰
に
保
ち
つ
づ
げ
ろ
た
め
、
同
じ
田
本

ヒ
ム
　
　
　
　
　
　
九
人
し
っ
う
　
重
ん
れ
つ
　
　
　
　
L
 
i
i
い

人
で
あ
る
民
衆
を
分
裂
さ
せ
支
配
し
て

い
く
手
段
と
し
て
宿
っ
た
頴
鵬
射
雛
粧

（
　
り
く
裏
－
べ
つ
　
　
　
　
め
い
　
l
）
　
い
∴
】
⊂

度
と
し
て
の
部
落
差
別
は
、
明
治
以
後

と
ヽ
－
∴
り
ん
h
i
く
　
　
　
∪
く
九
人
し
は
い

に
お
い
て
も
時
の
縮
力
が
、
同
比
支
配

〇
〇
三
ノ
∴
∴
∴
u
ん
ぞ
人

の
し
く
み
と
し
て
利
用
し
、
温
存
し
、

－
　
0
1
〇
・
1
－
－

ル
き
し
で
命
日
，
と
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
う
：
n
 
A
＝

㊥
膝
史
的
法
則
か
ら
み
れ
ば
、
同
和
閥

題
は
ま
さ
し
く
こ
の
こ
と
に
あ
た
り
ま

匡
P
P
は
匿
年
上
憶
は
i
臨
時
順
h
r
i
．

し
ょ
う
。
同
和
問
題
は
必
ず
解
決
し
ま

引
引
当
矧
渕
u
樹
同
州
悶
利
別
創
出
引

例
で
制
動
割
引
「
L

I

I

O

I

O

I

⑤
し
か
し
な
が
ら
「
ね
た
子
を
お
こ
す

な
」
の
考
え
で
、
な
ん
ら
韻
秘
的
な
と

り
く
み
き
し
な
い
ま
ま
で
倣
っ
て
わ
い

て
も
、
い
つ
と
は
な
く
解
決
す
る
だ
ろ

小
人
が
∴
か
た
∴
∴
∴
∴
亨
人
出

う
と
い
う
考
え
方
に
は
賛
成
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
鰍
決
の
た
め
に
、
考
え
ら
れ

き

●

÷

フ

せ

い

÷

裏

重

言

∴

く

じ

よ

，

　

し

き

く

る
あ
ら
ゆ
る
行
政
や
教
誇
上
の
施
策
を

少
と
　
∴
∴
∴
‥
L
t
，

人
に
も
保
障
さ
れ
て
い

し
　
め
人
て
ら
い
⊥
∵
り
∴
∴
∴
は
二
中

る
市
民
的
権
利
と
自
由

か
ん
甘
ん
∴
∴
i
は
し
｝
ア
ブ

を
完
全
に
保
障
さ
れ
て

塚
の
縄
ケ
獄
、
金
山
、
湯
川
山
、
孔
大

寺
山
な
ど
が
う
す
く
競
ん
で
前
山
に
尾

崎
の
愛
萩
山
が
見
え
る
。

す
ぐ
眼
の
前
は
、
高
屋
の
た
ん
ば
を

通
し
て
南
山
の
眠
っ
た
姿
が
あ
る
。

右
手
は
今
古
賀
か
ら
木
守
へ
越
す
陸

橋
と
、
そ
れ
に
連
な
る
北
九
州
の
工
業

地
瀞
の
煙
突
な
ど
も
望
ま
れ
る
。

そ
し
て
は
る
か
に
血
合
山
、
帆
柱
山

尺
岳
、
福
智
山
の
山
脈
も
歴
史
を
こ
え

た
姿
で
連
な
っ
て
い
る
。

る。

こ
の
あ
た
り
は
、
あ
る
時
代
ま
で
は

潮
が
寄
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
ろ

う
、
こ
こ
の
少
し
下
手
を
塩
井
掛
け
と

呼
び
、
数
十
年
前
ま
で
松
の
木
が
あ
っ

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
こ

を
流
れ
て
い
た
古
川
は
、
今
で
こ
そ
典

誰
の
原
み
た
い
だ
が
、
遠
賀
川
の
一
支

流
西
川
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
ん
な
こ

と
も
遭
い
昔
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
（
片
山
花
御
史
）

い
な
い
と
い
う
、
も
っ
と
も
深
刻
に
し

て
柴
諜
箋
艶
で
あ
る
o
L

と
い
っ
て
い
ま
す
。

1
0
　
－
　
0
　
－

と
i
：
o
▲
2
番
　
い
　
　
と
く
∴
∴
－
ム
　
ふ
く
喜
べ
つ

⑥
こ
の
同
和
問
題
、
特
に
部
落
差
別
と

ど
’
た
い
し
ん
と
う
し
ん

は
同
対
審
答
申
に
の
ぺ
ら
れ
て
い
る
よ

は
つ
ぽ
ん
き
く
み
ん
　
c
か
　
　
　
　
よ
　
　
ひ
と

う
に
、
日
本
国
民
の
中
の
一
部
の
人
だ

n
i
－
し
て
も
　
　
食
ら
が
　
　
　
　
み
か
に
　
か
ん
か

ら
が
、
歴
史
的
に
岡
通
っ
た
見
方
や
考

か
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
ん
は
ら
　
　
　
　
趨
c
 
U
く
ふ
ん

え
方
I
C
よ
っ
て
、
今
日
ま
で
同
じ
国
民

O
t
，
ど
う
　
i
C
ん
り
ん
∴
∴
あ

で
あ
り
な
が
ら
、
平
等
に
人
権
を
認
め

再
生
産
し
て
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

鱒
器
に
お
い
て
も
、
な
お
か
き
続
け

て
い
る
の
で
す
。

－
　
0
　
－
　
0
　
－

れ
●
し
　
　
鋤
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
人
り
ん
L
o
か
い

⑤
歴
史
は
教
え
て
い
ま
す
。
人
間
社
会

の
藍
疎
麓
の
な
か
で
塞
い
た
も
の

で
、
も
の
の
道
理
に
反
す
る
も
の
は
、

た
と
え
一
時
的
に
は
存
在
し
よ
う
と

も
、
や
が
て
消
え
去
っ
て
い
く
運
命
を

た
ど
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
。

す。

国
民
的
要
求
の
な
か
で

あ
ご
よ
う
り
．
く
　
　
じ
つ
せ
ん

強
力
に
実
践
き
れ
て
こ
そ

果
た
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま

（
以
下
次
号
）
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三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百

日
せ
き
・
破
傷
風
）

▽
予
防
接
穂
の
申
込
方
法

予
防
接
浬
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま

で
に
印
鑑
詩
参
の
上
、
保
健
衛
生
係
に

申
込
み
を
し
て
、
問
診
票
と
注
悪
書
を

受
領
し
て
下
さ
い
。
問
診
票
と
注
意
茜

を
受
領
さ
れ
な
い
と
予
防
撲
誼
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

▽
接
種
日
及
び
問
診
票
配
布
日

接
種
日
一
問
診
票
配
布
日

4
月
4
日
～
4
月
同
日

4
月
0
0
日
～
5
月
6
日

5
月
2
3
日
～
5
月
2
9
日

6
月
鳩
目
～
6
月
独
白

▽
場
　
所

▽
時
　
間

中
央
公
民
館
（
役
場
横
）

受
付
　
1
3
時
m
分
～
動
時

接
種
　
1
3
時
5
0
分
－
鳩
時

生
後
幻
～
4
8
カ
月
の
幼

児第
1
期
終
了
後
輪
～
船

方
月
経
過
の
幼
児

第
1
湖
は
第
2
期
と
の
関

係
上
、
生
後
統
カ
月
ま
で

に
終
了
し
て
下
さ
い
。

▽
接
種
方
法

〇
第
1
期
　
4
回
の
内
い
ず
れ
か
3

回
接
謡

。
第
2
期
　
1
回
の
内
い
ず
れ
か
1

回
接
理

∇
そ
の
他
　
生
後
4
8
カ
月
以
上
の
幼
児

は
二
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ

ア
・
破
傷
風
）
で
実
施
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

3
歳
児
一
斉
健
康
検
診

亨
誌

▽
期
　
日
　
5
月
9
日
（
金
）

▽
時
　
間
　
受
付
　
鳩
時
的
分
～
出
馬

検
診
　
翰
時
5
0
分
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
中
央
公
民
館
（
役
場
頼
）

▽
対
象
者
　
瀾
3
歳
児

▽
持
参
品
　
母
子
健
康
手
暇

乳
児
相
談

▽
期
　
日
　
4
月
2
1
日

▽
時
　
間

▽
場
　
所

▽
対
象
者

▽
持
参
品

▽
内
　
容

今
ま
で
乳

児
相
接
は
第

3
月
躍
目
に

実
施
し
て
い

9
時
0
0
分
～
n
時
0
0
分

役
場
保
健
室

1
歳
未
満
児

母
子
健
康
手
帳

体
重
・
身
長
等
測
定
、
食

事
等
の
相
談

ま
し
た
が
、

5
月
よ
り
第
2
火
曜
日
と
第
3
月
嘱
目

に
実
態
致
し
ま
す
。

▽
対
象
者
　
生
後
1
～
成
カ
月
の
幼
児

（
第
2
火
曜
日
）

生
後
0
～
6
カ
月
の
幼
児

（
第
3
月
曜
日
）

母
子
低
廉
手
帳
交
付
日

▽
期
　
日
　
第
2
・
4
金
曜
日

4
月
日
日
、
4
月
2
5
日

▽
時
　
間
　
午
前
0
0
時
ま
で
に
お
い
で

下
さ
い
。

結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン

検
　
　
診

結
核
予
防
法
に
よ
り
レ
ン
ト
ゲ
ン
検

診
を
、
5
月
職
日
よ
り
各
地
区
ご
と
に

実
施
致
し
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
必
ず

受
け
て
下
さ
い
。
な
お
、
対
象
者
に
は

区
長
、
組
長
を
通
じ
て
受
診
券
を
配
付

致
し
ま
す
の
で
、
検
診
時
に
必
ず
持
参

し
て
下
さ
い
。

▽
対
象
者
　
町
内
住
民
全
員
（
学
生
、

保
育
園
児
、
専
業
所
勤
務

者
及
び
6
歳
未
満
児
は
除

き
ま
す
）

▽
そ
の
他
　
日
程
等
の
詳
細
は
4
月
終

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

大
型
ゴ
ミ
に
つ
い
て

◎
大
型
ゴ
ミ
と
は

一
般
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

の
内
、
1
8
1
か
ん
以
上
の
大
き
さ
の

物
で
す
。

。
収
集
日鹿
児
島
本
線
よ
り
北
側
地
区
は
、

毎
週
第
2
水
曜
日

鹿
児
島
本
線
よ
り
南
側
地
区
は
、

毎
週
第
4
水
曜
日

。
運
∴
絡大
型
ゴ
ミ
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、

指
定
場
所
（
大
型
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）
の
有
無
に
係
わ
ら
ず
保
健
衛
生

係
へ
寧
前
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

ふ
ぐ
処
理
師
免
許

講
　
習
　
会

▽
受
静
資
格

昭
和
塊
年
4
月
1
日
現
在
で
ふ
ぐ
処

理
の
経
験
が
5
年
以
上
の
者

∇
受
講
申
込
期
間

昭
和
執
年
4
月
2
1
日
～
4
月
2
6
日

▽
鶉
習
日
　
昭
和
5
5
年
6
月
4
日

▽
場
　
所
　
芦
屋
町
々
民
会
餌

▽
そ
の
他
　
受
講
申
込
み
の
必
要
語
数

は
遠
賀
保
雄
所
で
4
月
1
5

日
か
ら
配
付
し
ま
す
。

な
お
、
ふ
ぐ
処
理
師
免

許
離
習
会
は
、
本
年
を
も

っ
て
終
了
し
ま
す
。

▽
揚
　
所
　
役
場
保
健
室

▽
持
参
品
　
印
鑑

▽
そ
の
他
　
母
子
手
帳
の
使
用
法
、
妊

娠
中
の
生
活
指
導
を
し
ま

す
の
で
必
ず
本
人
が
受
け

取
り
に
来
て
下
さ
い
。

無
縁
墳
墓
の
改
葬

▽
所
在
地
　
鳥
取
県
西
伯
郡
西
伯
町
大

字
下
中
谷
学
鎮
谷
尻
6
－

5
番
地

▽
届
出
期
限
　
昭
和
5
5
年
1
月
1
5
日

▽
届
出
光
∴
鳥
取
県
西
伯
郡
西
伯
町
大

字
法
勝
寺
3
6
6
番
地
2

鳥
取
県
費
祥
ダ
ム
建
設
撃

務
新
薬
務
係
　
暗
譜
0
8

5

9

6

6

の

2

1

2

1
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日当たりをよくするために

◇，◇　こんな業者は危険

91あの一年回につこ 査行るし適職年“㌔ 

印璽登録駈（和睦手帳）は重要な書類です。紛失しないよう注意しましょう。

住
宅
金
融
公
庫
、
春
の
受
付
け

調
査
栗
を
仝
壮
語
に
配
布
し
、
ご
記
入

願
う
I
－
と
い
う
こ
の
国
を
あ
げ
て
の

一
大
統
計
調
査
に
よ
っ
て
、
人
口
や
せ

住
宅
金
融
公
由
で
は
、
個
人
向
け
融

資
の
受
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す

▽
受
付
期
間
（
予
定
）

4
月
下
旬
頃
か
ら
約
1
ケ
月
間

▽
対
読
者

本
人
が
居
住
す
る
住
宅
を
新
築
す
る

も
の
で
、
土
地
の
準
備
が
で
き
て
い

る
か
た
の
う
ち
、
同
居
予
定
者
が
あ

り
、
毎
月
返
済
額
の
5
倍
以
上
の
月

収
が
あ
る
か
た
。

▽
融
資
限
度
額
等

木
造
住
宅
で
4
1
0
万
円
～
4
9
0

万
円
、
そ
の
他
割
増
し
放
資
の
取
り

扱
い
も
あ
り
ま
す
。

▽
利
　
率

年
利
　
5
・
5
％

く
わ
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
金
融
機
関
ま
た
は
住
宅
金
融
公
郎

福
岡
支
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

0
9
2
　
（
7
1
2
）
　
5
5
5
5

昭
和
五
十
五
年
　
－
　
こ
と
し
の
十
月
一
日
に
は
、
全
国

い
っ
せ
い
に
固
執
調
査
が
行
あ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
国
内
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
方
を
対

象
と
し
た
、
国
の
最
も
基
本
的
で
大
規
模
を
統
計
調
査
で

す
。
大
正
九
年
、
「
文
明
国
へ
の
仲
間
入
り
」
を
合
言
葉

に
初
め
て
実
施
さ
れ
て
以
来
、
五
年
ご
と
に
行
あ
れ
、
こ

と
し
の
掘
杏
は
十
三
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

全
国
で
約
七
十
五
万
人
の
調
査
貝
が
四
千
五
百
万
枚
の

ー
常
数
は
も
ち
ろ
ん
、
年
齢
別
∵
配
偶
者
別
・
産
業
別
・
職

－
柴
別
に
み
た
人
口
構
成
や
せ
稀
焼
成
な
ど
も
明
ら
か
に
さ

∵
れ
ま
す
。
そ
の
結
果
は
、
都
道
府
県
や
市
町
村
別
に
ま
と

一
め
ら
れ
、
行
政
を
は
じ
め
広
い
分
野
に
あ
た
っ
て
活
用
さ

…
れ
ま
す
。

∵
雷
か
ら
七
回
に
乗
っ
て
、
国
憲
壷
に
ま
つ
を

…
身
近
な
お
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

日
当
た
り
が
い
い
の
は

東
南
の
角
地
つ
ま
り
東
道

路
と
南
道
路
に
画
し
た
土

地
が
、
い
ち
ば
ん
良
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

土
地
に
余
裕
が
あ
れ
ば

1
年
中
日
当
り
を
よ
く
す

る
に
は
　
－
　
南
側
の
隣
家

の
高
さ
a
を
1
・
7
倍

を
出
し
て
い
る
業
者

「網羅

◇
　
「
交
渉
預
か
り
金
」

な
ど
と
称
し
て
手
付
金

相
当
額
な
ど
を
預
か
ろ

う
と
す
る
業
者
。

実
際
と
は
大
き
く
違
う
広
告

藷
が
ま
だ
あ
ま
り
進
展
し
て

（
a
X
l
・
7
）
し
た
距
離
を
あ

け
る
よ
う
に
す
る
と
。
日
陰
に
な

り
ま
せ
ん
。

い
な
い
段
階
な
の
に
、
実
印
や

委
任
状
、
権
利
番
な
ど
を
預
か

ろ
う
と
す
る
業
者
。
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4月下期の遠賀町主要行事

＝ �唖 �行恕内容1時　間i実施会場車当課（係 �����）名i目的及び主上淘象等i備　考 

16 17 �水 �∴∴∴∴∴一∴ BCG簾中3坤浅木小学校l住民課巨木小学校児亜のみ 
木 

18 21 �金 �B　C　G　接　種 �・1－㌦∴・「 ��住 �三三三上豊里撃．l 民課目才一調児二二」旦 ≡二王区長） 

月 �TT「舌鼓19・3品 ��一∴∴ ∴∴∴、∴ 

22 �火 �バルクリン網中古遠賀i可住民課車中学校生徒のみ　！ 

23 �水 �鴨クリ璃車3回脚、学校 ���住 �氏 � �広渡小学校爛のみ　l 「∵・∴∴∴ ���祉 �1 �� 

主席胴識上式i9・30巨公民車 ����一∴ ���【 

24 �木 �BCG按訂13i3藍。 　　i ��i軸学校車 ��民深厚中学灘のみ　（ 

B　C　G　接∴稲 �13．30－ 15．00 �脚、学年虹 ���萩中、戦児童のみ �� 
25 �金 �母　子手帳交付 �；一・：∴一 ��it �民i �諜 �雑∴姐 

27 �口 � �吊0品。 i � 

20歳になったら　国民年金に　加入しましょ　う。

私
達
は
日
常
の
生
活
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
人
と
言
葉
を
交
わ
し
ま
す
。

親
し
い
友
人
や
身
内
の
者
ど
う
し
の
う
ち
と
け
た
官
業
の
や
り
と
り
も
あ

り
、
初
対
面
の
人
に
話
し
か
け
る
場
合
や
公
の
場
所
で
の
改
ま
っ
た
言
葉

づ
か
い
も
あ
り
ま
す
。
相
手
や
場
面
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
が
使
え
る
こ
と

は
、
人
間
関
係
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
で
す
。
そ
れ
に
は

敬
臆
に
つ
い
て
の
知
龍
が
必
要
で
す
。
敬
語
を
中
心
と
し
た
言
葉
づ
か
い

の
問
題
を
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
な
か
め
て
み
ま
し
ょ
う
。

㊤
⑪
①
⑤
㊥
1

敬
語
に
は
三
種
類

敬
語
は
、
ふ
つ
う
、
尊
敬
語
・
謙
識
語
・
丁
寧
語
の
三
薗
類
に
分
け
ま
す
。

「
何
を
め
し
あ
が
り
ま
す
か
。
」
「
い
つ
お
帰
り
に
な
っ
た
の
で
す
か
。
」

相
手
の
動
作
（
食
べ
る
・
帰
る
）
を
高
め
て
「
め
し
あ
が
る
」
　
「
お
帰
り

に
な
る
」
と
表
現
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
盟
敬
藷
で
す
。
会
う
ー
お
会
い

に
な
る
。
会
わ
れ
る
、
言
う
ー
お
っ
し
ゃ
る
・
言
わ
れ
る
、
見
る
ー
ご
覧

に
な
る
。
こ
れ
ら
も
尊
敬
語
の
類
で
す
。

「
ち
ょ
っ
と
お
討
ね
し
ま
す
。
」
「
討
ね
る
」
と
言
う
代
わ
り
に
「
お
詩

ね
す
る
」
　
「
う
か
が
う
」
と
言
え
ば
、
相
手
に
改
選
を
表
し
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
へ
り
下
っ
た
喜
い
万
だ
か
ら
で
す
。
∪
れ
が
謙
譲
誹

で
す
。
会
う
ー
お
会
い
す
る
・
お
目
に
か

か
る
∴
盲
う
ー
申
し
上
げ
る
、
見
ろ
↓
拝

見
す
る
。
こ
れ
ら
も
謙
譲
語
の
類
で
す
。

そ
れ
か
ら
。
「
ま
す
」
　
「
で
す
」
　
「
で

ご
ざ
い
ま
す
」
と
い
う
言
い
方
、
こ
れ
ら

を
丁
寧
語
と
い
い
ま
す
。

住
宅
及
び
そ
の
用
地
を
畷
得
さ
れ
た
方
へ

土
地
又
は
家
屋
を
取
得
さ
れ
る
と
、
不
動
産
取
得
税
が
練
税
き
れ
ま
す

が
、
1
6
5
㍍
以
下
の
住
宅
及
び
そ
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
取
得
さ
れ
た

日
か
ら
0
0
日
以
円
に
由
佳
さ
れ
る
と
、
軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の

期
間
内
に
時
任
が
な
い
と
軽
減
さ
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
謹
細
は
、
訓
松
財
薙
事
務
所
　
清
廉
0
9
3
（
7
9
1
）
4
0
2

5
へ
お
闘
い
合
せ
下
さ
い
。


